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北 海 道 小川　勝也 （民主党） 東 京 大河原　雅子 （民主党）

秋 田 松浦　大悟 （民主党） 神 奈 川 牧山　ひろえ （民主党）

宮 城 岡崎　トミ子 （民主党） 新 潟 森　ゆうこ （生活の党）

山 形 舟山　康江 （みどりの風） 長 野 羽田　雄一郎 （民主党）

福 島 金子　恵美 （民主党） 愛 知 平山　誠 （みどりの風）

群 馬 加賀屋　富士子 （民主党） 広 島 佐藤　浩治 （生活の党）

栃 木 谷　博之 （民主党）

　去る4月24日、今野東前参
議院議員が急逝されました。
　その日、厚生労働部門会議
に出席していた際に、懇意にし
ている新聞記者から「今野東さ
んが亡くなられたという情報が
あります。本当ですか?」とい
うメールが入りました。あまりにも突然すぎて、にわかに信じ
られない思いで、近くに着席されていた宮城県選出の衆議院
議員にお聞きすると、小さく頷かれたことで、今野さんの死を
知り得ました。
　私は、突然の訃報に涙が止まりませんでした。すぐに会議
を退席し震える声を抑えて、JR総連・武井委員長をはじめ関
係者に訃報を伝えました。
　思い起こせば、国会の中での今野さんはとにかく穏やかな
方でした。アナウンサーであり東北弁を巧みに操る東方落語
家でありましたが、誰とでもにこやかに接し、普段は物静かで
口数はそれほど多くはありませんでした。また、とてもオシャ
レで、トラッドスタイルのスーツとボタンダウンのシャツを着こ
なし、その姿はいつみてもスマートで、ガサツな私はあこがれ
にも似た気持ちを持っていました。
　今野さんは「先生」と呼ばれることを殊の外嫌い、権威主
義とは対極にいる人でしたが、ひとたび平和憲法、とくに9条
に関すること、そして人権問題に関しては論法鋭く持論を展
開する頼もしい先輩議員でもありました。民主党法務部門会
議で、顔を真っ赤にして法務省の役人と渡り合う今野さんの
姿をいまでも思い出します。
　私は、改憲が叫ばれるいま、平和憲法を守り、弱者の立
場に立ち続けたあなたの政治姿勢を学び、その意思を受け継
いで活動していくことをお誓いいたします。
　今野さんお疲れ様でした、ありがとうございます。やすらか
にお眠り下さい。

憲法改悪を許さず、平和で安心して暮らせる社会をめざし、
抵抗とヒューマニズムの精神を基底に、
職場から労働運動を展開しよう！

　

参
院
選
の
争
点
は
、「
改
憲
阻
止
」「
憲
法

第
96
条
改
悪
阻
止
」。
東
日
本
大
震
災
の
早

期
復
旧
・
復
興
、
そ
し
て
原
発
事
故
や
、
貧

困
生
活
に
喘
ぐ
人
た
ち
に「
寄
り
添
う
政
治
」

の
実
現
の
た
め
Ｊ
Ｒ
総
連
は
「
反
自
民
」「
反

維
新
」
を
掲
げ
て
闘
う
。

　

安
倍
政
権
は
、「
経
済
・
景
気
対
策
」
を
強

調
し
な
が
ら
、「
憲
法
第
96
条
の
改
正
」
を

明
言
し
そ
の
実
現
に
向
け
て
蠢
い
て
い
る
。

自
民
党
の
改
憲
草
案
は
、
国
民
の
「
権
利
」

を
「
責
務
」
と
す
る
な
ど
、
人
権
保
障
の
立

憲
主
義
を
否
定
し
て
い
る
。
本
来
、
憲
法
と

は
国
家
権
力
を
縛
り
、
国
民
の
権
利
・
自
由

を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
縛
ら
れ
る
側

が
変
え
よ
う
と
す
る
の
は
、
憲
法
の
精
神
を

根
底
か
ら
否
定
す
る
蛮
行
だ
。

　

政
府
は
4
月
28
日
、「
主
権
回
復
・
国
際
社

会
復
帰
を
記
念
す
る
式
典
」を
開
催
し
た
が
、

宜
野
湾
市
で
は
政
府
に
抗
議
す
る
1
万
人
規

模
の
集
会
が
開
催
さ
れ
、「
屈
辱
の
日
」
と

し
て
怒
り
の
声
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
式
典

は
、
沖
縄
差
別
の
象
徴
に
他
な
ら
な
い
。

　

日
本
維
新
の
会
共
同
代
表
の
橋
下
大
阪
市

長
は
、
慰
安
婦
容
認
の
発
言
を
し
、
そ
の
批

判
に
対
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
責
任
転
嫁
し
て
い

る
。
石
原
慎
太
郎
共
同
代
表
、
西
村
真
悟
議

員
な
ど
の
暴
言
も
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
破
廉
恥
な
政
党
を
台
頭
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
が
成
立
し
た
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
が
つ
よ
く
、
悪
用
が
懸
念

さ
れ
る
な
ど
、
極
め
て
危
険
だ
。

　

安
倍
首
相
が
続
々
と
立
ち
上
げ
た
「
有
識

者
会
議
」
は
、
首
相
の
考
え
に
近
い
委
員
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
国
民
の
審
判
を
受
け
て

い
な
い
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
国
の
政
策
の
方
向

付
け
は
国
会
審
議
の
軽
視
で
あ
り
、
議
会
制

民
主
主
義
の
否
定
に
他
な
ら
な
い
。

　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
」
で
は
、
労
働
者
・

大
衆
の
所
得
は
増
え
ず
、
生
活
は
厳
し
い
ま

ま
。
物
価
上
昇
と
消
費
税
増
税
で
追
い
打
ち

も
か
か
る
。
安
倍
首
相
は
「
自
立
」
を
唱
え

る
が
、「
自
立
」
で
き
な
い
弱
者
に
こ
そ
手

を
差
し
伸
べ
る
の
が
本
来
の
政
治
だ
。
生
活

保
護
費
を
抑
制
す
る
法
案
も
国
会
に
提
出
さ

れ
て
い
る
。生
活
保
護
は「
命
を
守
る
制
度
」。

困
窮
者
が
自
殺
や
餓
死
す
る
よ
う
な
法
律
で

は
本
末
転
倒
だ
。
ま
た
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

も
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
は
、「
弱
肉
強
食
」
の
「
新
自
由

主
義
」
政
策
に
他
な
ら
な
い
。

　

安
倍
政
権
は
、「
解
雇
自
由
化
」
な
ど
に

よ
り
労
働
環
境
を
悪
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
今
ほ
ど
社
会
的
弱
者
に
寄
り
添
う
政
治

が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
な
い
。
当
然
、
労

働
者
に
寄
り
添
う
労
働
組
合
の
存
在
も
重
要

だ
。

　

2
0
1
3
連
合
春
闘
で
は
、「
1
％
の
配

分
是
正
」
を
掲
げ
つ
つ
、
大
手
先
行
組
合
が

1
月
に
は
ベ
ア
要
求
を
見
送
る
な
ど
、
賃
上

げ
ム
ー
ド
は
一
気
に
潰
え
た
。
結
果
、「
ベ

ア
ゼ
ロ
」
の
壁
が
よ
り
厚
く
な
り
、
を
突
破

す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
方
安
倍
首
相

は
、
経
済
三
団
体
に
対
し
て
賃
上
げ
協
力
を

要
請
し
た
が
、
賃
上
げ
な
ど
に
政
治
が
関
与

す
べ
き
で
は
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
各
単
組
は
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」

に
こ
だ
わ
り
、
粘
り
強
い
交
渉
と
闘
い
を
展

開
し
た
。「
ベ
ア
ゼ
ロ
」は
突
破
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、
一
時
金
の
獲
得
や
諸
手
当
改
善

な
ど
で
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
春
闘
の
伝
統

と
意
義
を
再
確
認
し
、
2
0
1
4
春
闘
の
再

構
築
に
向
け
て
議
論
を
開
始
す
る
。

　

T
P
P
参
加
に
よ
り
日
本
の
農
林
水
産
業

の
み
な
ら
ず
、
幅
広
い
分
野
へ
の
影
響
は
必

至
。
日
本
文
化
や
生
活
習
慣
の
破
壊
も
危
惧

さ
れ
る
。「
日
本
を
取
り
戻
す
」
ど
こ
ろ
か
、

米
国
に
売
り
渡
さ
れ
る
。

　

原
子
力
規
制
委
員
会
は
敦
賀
原
発
2
号
機

直
下
の
「
活
断
層
」
を
認
定
し
た
。
一
方
、

東
海
村
に
あ
る
原
子
力
機
構
の
加
速
器
実
験

施
設
で
放
射
能
漏
れ
事
故
が
起
き
、
33
人
が

被
曝
し
て
い
る
。
し
か
も
、
放
射
線
量
を
下

げ
る
た
め
に
排
気
フ
ァ
ン
で
屋
外
に
排
気
す

る
な
ど
、
安
全
意
識
の
甘
さ
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
安
倍
政
権
の
「
原
発
再
稼
働
」「
原

発
の
海
外
輸
出
」
の
姿
勢
は
言
語
道
断
。
生

命
と
環
境
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

　

J
R
総
連
は
6
月
2
日
〜
3
日
、
水
上
ホ
テ
ル
聚
楽

に
お
い
て
、
第
29
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
急
逝
さ
れ
た
今
野
東
前
参
議
院
議
員
に
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
執
行
部
か
ら
の
提
起
と
質
疑
が
行
わ
れ
、

当
面
す
る
課
題
と
そ
れ
に
対
す
る
闘
う
方
針
が
、
満
場

一
致
で
確
認
さ
れ
た
。

いざ！という時、大丈夫ですか？あなたの保険

ＪＲ総連・各ＪＲ労組賛助団体

㈱鉄道ファミリー
京都品川区西五反

JR ）

《取扱商品》
▲ 自動車保険・組合主催行事保険
ゴルファー保険

▲ がん保険・医療保険
▲ ＪＲ積立年金
▲ 組合旗・組合バッジ・ゼッケン
▲ 健康食品・自然食品・お茶・みかん

JR総連 第29回定期大会

武
井
委
員
長
あ
い
さ
つ

Ｊ
Ｒ
総
連
の
提
案
に

海
外
労
組
か
ら
多
く
の
賛
同
の
声
！！

　

国
際
運
輸
労
連（
I
T
F
）ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
総
会
が
5
月
14
日
〜
17
日
、
香
港
で
開
催
さ

れ
Ｊ
Ｒ
総
連
は
2
名
を
派
遣
し
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連

は
東
日
本
大
震
災
支
援
へ
の
御
礼
と
災
害
時
の

安
全
に
つ
い
て
発
言
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
作
成
の
組

合
員
の
証
言
を
収
め
た
D
V
D
を
紹
介
し
た
。

D
V
D
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧

を
可
能
に
す
る
よ
う
I
T
F
よ
り
依
頼
さ
れ
る

等
の
反
響
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
総
連
は
「
労
働
組
合
の
権
利

擁
護
」「
核
の
な
い
平
和
な
社
会
を
実
現
す
る
」

と
い
う
2
つ
の
動
議（
方
針
の
補
強
）を
提
案
。

「
労
働
組
合
の
権
利
擁
護
」
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ｒ
連
合
の
代
表
が
「
我
々
の
考
え
方
と
Ｊ
Ｒ
総

連
の
考
え
方
に
相
違
が
あ
り
、
こ
の
動
議
に
関

し
て
は
反
対
」
す
る
旨
を
発
言
。
I
T
F
執
行

部
は
、
本
部
執
行
委
員
会
預
か
り
に
し
た
い
と

提
案
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
マ
レ
ー

シ
ア
の
組
合
よ
り
「
こ
の
場
で
採
決
す
べ
き
」

と
、
Ｊ
Ｒ
総
連
が
提
出
し
た
動
議
へ
の
賛
同
意

見
が
出
た
。
し
か
し
、
こ
の
動
議
の
扱
い
は

I
T
F
執
行
委
員
会
で
結
論
を
出
す
こ
と
と
さ

れ
、
5
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た
I
T
F
執
行
委

員
会
で
、
こ
の
動
議
は
正
式
に
受
理
さ
れ
た
。

　
「
核
の
な
い
平
和
な
社
会
を
実
現
す
る
」
に

つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
の
加
盟
組
合
が
「
核
の
な

い
」
と
い
う
文
言
削
除
等
の
修
正
を
提
案
。
こ

の
提
案
に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
も
賛
成
し
た
が
否
決
。

Ｊ
Ｒ
総
連
が
提
案
し
た
原
案
が
賛
成
多
数
で
採

択
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
妨
害
や
弾
圧
に
抗
し
、
強
固

な
国
際
連
帯
の
も
と
、
I
T
F
と
共
に
闘
い
続

け
る
。

　

5
連
協
・
沖
縄
平
和
研
修
が
5
月
11
日（
土
）

〜
13
日（
月
）の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
14

名
の
熱
心
な
視
線
と
協
力
に
よ
っ
て
大
成
功
に

修
了
し
た
。

　

研
修
は
、最
終
日
を
除
き
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

一
日
目
の
辺
野
古
・
普
天
間
飛
行
場
移
設
予
定

地
で
の
テ
ン
ト
村
の
激
励
行
動
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
二
日
目
は
、
前
田
高
地
、
糸
数
壕
、
韓
国

人
慰
霊
の
塔
、
平
和
の
礎
、
魂
魄
の
塔
、
荒
崎

海
岸
を
研
修
し
た
。
最
終
日
は
、
ひ
め
ゆ
り
の

塔
と
記
念
資
料
館
を
研
修
し
、
三
日
間
の
行
程

を
修
了
し
た
。

　

参
加
し
た
組
合
員
は
、
沖
縄
の
地
に
た
ち
沖

縄
戦
を
追
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
戦
争
の

悲
惨
な
現
実
や
沖
縄
の
現
在
の
問
題（
地
位
協

定
・
基
地
問
題
）に
つ
い
て
立
ち
止
ま
っ
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
土
で
は
4
月
28
日
、「
主
権
回
復
の
日
」
の

式
典
を
お
こ
な
っ
た
が
、沖
縄
で
は「
屈
辱
の
日
」

と
し
て
県
民
大
会
が
開
か
れ
た
。
沖
縄
は
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
に
よ
っ
て
日
本
か
ら
切

り
捨
て
ら
れ
た
の
だ
。
こ
の
様
な
現
実
を
私
た

ち
は
心
に
刻
み
、沖
縄
の
人
た
ち
の
立
場
に
た
っ

て
物
事
を
考
え
て

い
き
た
い
と
改
め

て
実
感
し
た
。

　

三
日
間
の
研
修

で
は
、
平
和
ガ
イ

ド
と
し
て
「
沖
縄

に
鉄
軌
道
を
作
る

会
」
の
狩
俣
吉
正

さ
ん
に
お
願
い
を

し
た
。
ま
た
、
ホ

テ
ル
で
の
講
演
を

白
梅
学
徒
隊
の
中
山
き
く
さ
ん
に
、
糸
数
壕
の

案
内
を
具
志
堅
さ
ん
に
担
当
し
て
い
た
だ
い

た
。
心
の
こ
も
っ
た
説
明
と
お
話
に
参
加
者
一

同
感
激
す
る
と
共
に
、
職
場
に
帰
っ
て
沖
縄
平

和
研
修
で
学
び
経
験
を
し
た
こ
と
を
仲
間
に
伝

え
て
い
く
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
た
。

5
連
協
の
春
レ
ク
大
成
功
！

　

5
月
18
日
、
5

連
協
の
春
レ
ク
が

鉄
研
労
の
準
備
で

開
催
さ
れ
た
。
今

回
は
、
日
本
科
学

未
来
館
で
科
学
を

満
喫
し
、
月
島
も

ん
じ
ゃ
屋
形
船
で

　

民
主
党
田
城
郁
参
議
院
議
員
は
、
5
月
21

日
と
28
日
の
2
週
に
わ
た
っ
て
、
参
議
院
国

土
交
通
委
員
会
で
質
問
に
立
っ
た
。

　

21
日
の
質
問
の
中
で
は
、
平
成
23
年
度
の

暴
力
行
為
は
9
1
1
件
も
報
告
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
し
か
も
こ
の
数
字
は
氷
山

の
一
角
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
投
げ
か

け
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
太
田
大
臣
は
、
暴
力
行
為

の
実
態
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
答
弁
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
暴
力
行
為
根
絶
の
た
め
の
大

き
な
一
歩
だ
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
駅
な
ど
の
耐
震
化
が
遅
れ
て
い

る
現
状
も
指
摘
し
、
国
交
省
に
安
全・防
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

28
日
の
質
問
で
は
、
3・
11
の
大
震
災
で
、

東
北
本
線
を
は
じ
め
多
く
の
交
通
網
が
寸
断

さ
れ
、
被
災
地
で
の
燃
料
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
わ
ず
か
1
週
間
後
に
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の

タ
ン
ク
貨
車
が
、
日
本
海
側
の
ル
ー
ト
を
迂

回
し
て
石
油
を
現
地
に
届
け
る
事
を
で
き
た

事
実
を
説
明
し
た
上
で
、
鉄
道
輸
送
が
震
災

時
に
果
た
し
た
役
割
と
今
後
の
国
土
設
計
の

上
で
の
鉄
道
の
役
割
に
つ
い
て
、
太
田
国
土

交
通
大
臣
に
質
し
た
。

　

大
臣
は
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
確
保
の
た

め
の
多
重
ル
ー
ト
が
必
要
だ
と
、
貨
物
輸
送

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
鉄
道
が
再

び
走
る
こ
と
に

よ
る
復
興
の
実

感
に
つ
い
て
も

述
べ
た
。
ま
た
、

国
交
省
に
は
、

技
術
的
支
援
や

経
済
的
支
援
な

ど
の
対
策
を
講

じ
て
い
く
こ
と

を
約
束
さ
せ
た
。
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参議院選挙は必ず投票に行こう！

田
城
郁
参
議
院
議
員　

国
土
交
通
委
員
会
で
質
問

大
交
流
会
と
い
う

鉄
研
労
ら
し
い
企

画
に
、
参
加
し
た

約
60
名
の
5
連
協

の
組
合
員
と
家
族

は
、
大
満
足
の
一

日
を
過
ご
し
た
。


